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東成瀬村上愉遺跡における大型磨製石斧の発見状況

庄内昭男＊

はじめに

ここに紹介する石斧は1986年当博物館に所蔵さ

れたものである。貴重な考古資料であることから、

その翌年に筆者が『考古学雑誌」で発見の経過や

石器の特徴について報告した経緯がある。

ただし工事中に偶然に発見されたものであるこ

とと、発見者がすでに亡くなっていたという事‘情

から、報告時において発見地点は聞き取りを参考

とし、発見状況については不明のままであった。

ところが平成元年前後に元湯沢高校教諭で県南

地域の発掘調査を熱心に指導していた故山下孫継

氏の写真記録の中に、その発見状況を再現した画

面があることが知らされた!)。これによって発見

地点と、とくに発見状況について新しい'm見を得

ることができた。

そこで写真をもとに検証した結果を公表するこ

とを考えていたが、そのまま年月が立ってしまっ

ていた。本年度になってようやく周辺の踏査と写

真の再検証を行い、出土層位を確認するための試

掘調査に入ろうとしていた。幸い調査Il'l前に山下

氏がまとめた大型磨製石斧発見についての原稿が

見つかり2)、これまで暖昧だった点も確かめられ

た。

こうした経過をふまえ、石斧の発見状況につい

て検証し、周辺の踏査と試掘調査によって得られ

た、遺跡と石斧との関係について考察した結果に

ついて報告したい。

1山下氏による緊急調査の記録から

山下氏の記録および写真から、発見の状況に関

わる部分と調査結果について要約した。

(1)発見および調査の年月日について

昭和40年10月2911、農道工事に従事していた故

後藤惣一郎氏が大型の石斧を発見した。そのこと
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を秋Ill魁新報社湯沢支局から知らされた山下氏が、

ただちに県教育庁の文化財係と協議の上で、11月

711に緊急調査を実施した。

（2）緊急調査と発見地点

調査箇所は第1段丘面から第2段丘面に登る農

道を工事していた場所で、ブルトーザーによって

｢幅3～4mにわたって掘削していたと記している。

農道は北西に向かって上っており、側溝となった

Iﾉ^側が石斧の発見地点とある。緊急､調査では、そ

の側溝を西トレソチとし、東に寄って別に中トレ

ソチ・東トレソチと呼称した計3本6区画のトレ

ソチを設定していた。調査している状況を写した

写真から、北に見える杉が現在も残っており、お

よその位置は対比できたが、後にこの農道は拡張

されたという話であり、地点の特定は難しかった。

（3）調査結果と土層観察について

側溝となる場所に設定した西トレソチの士層観

察については図1とした実測図がある。表土の黒

褐色士が40cmほど堆積し、その下は砂喋を含む

汝褐色土であり、地iinriiとしている。石斧は黒褐

色上中より出土したとある。

また原稿にはトレソチ毎の出土遺物を記載して

おり、西トレンチで剥片石器5点・石核2点・操

石器3点が、中トレソチで叩き石1点、剥片石器

5点・石核2点・燦石器3点が、東トレソチで剥

片石器5点・石核2点・操石器3点が出土したと

あり、土器片の出土は無いと記している。なおそ

のときの出土遺物については現時点で確認できて

いない。

2試掘調査の記録

1998年10月22．23Bに地点の対比と層位の確認

を'三|的として、試掘調査を実施した。拡幅などに

よって農道の様了･が変わっているということから、
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はじめは聞き取りによって推定された発見地点を

試掘ポイントに選定し、農道の側溝際と台地上面

を結んだライソにさらに2つの試掘ポイソトを加

えた。直線で結んだ試掘ポイントの層位を比較し、

とくにウとした側溝|際の試掘ポイソトでは黒褐色

土がかなり深いことから、谷が落ち込んで窪地と

なった場所に当たると判断された。そこでウから

4mほど北の方に上ったエのポイントを調査して、

山下氏が緊急調査した層位にほぼ対比できる状況

であることを確かめた。それぞれの試掘調査にお

ける層状は図2．3に示した。

従って石斧発見地点は谷の窪地にたいして、南

側に面した緩やかな傾斜地に当たる場所であると

判断した。

なお試掘調査においての出土遺物は石器素材剥

片だけで他になかった。

3遺跡の範囲と採集遺物

（1）遺跡の範囲

石斧出土地点と周辺との関係を確認するため、

試掘調査のI時期を挟んで前後3回にわたり台地と

その周辺を踏査した。成瀬川沿いに広がる河岸段

丘Ifllにつきだした東西に長い台地が遺跡であり、

下の段丘面からは20mほどの比高差がある。台地

の状況は中央が高く、西と東は緩やかに傾斜して

いる。台地の西側には、南西に向かう谷がはしり、

先端では周囲の湧水を集めた谷川となって、はっ

きりした西の区画となっている。それにたいして

東側は南に張り出す尾根上の高まりに沿って、南

東に向かって浅い谷がはしり平坦面と画されてい

る。石斧の発見地点は、｜櫛東に向かう谷が台地先

端で狭まり、傾斜が急､になる手前の緩斜面にあた

る。地形と遺物の散布状況からみて判断した遺跡

の範囲を図4に示した。

（2）採集遺物について

台地の周囲を丹念に歩いて踏査したが、辿物は

とくに四mの台地先端部に多かった。そこでは畑

地として長年耕作され、表’三が薄いこともあり、

多量の石器・石器素材の剥片が畑の一角に集めら

れていた。石斧が発見された東側は大部分がリソ

ゴ畑であり、表土が露出している場所では石器素

材の剥片が散布しているだけであった。なお四側
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の畑地での採集遺物31について図5．6にまとめ、

土器・石製品・石器の||頂に紹介する。文中におい

ては1*1番号・図内番号をく．＞で示している。

－土器一農作業中に採集されたものであるが、

＜5．1＞＜5．2＞＜5．3>は破片点数も多

く、fi.Irl体としてまとまっていたものを掘り出した

と思われる。

＜5．1＞は器壁が厚い土器破片である。底部

が直径19cmに復元できたが、胴部と口縁部は接

合できなかった。深鉢形になると思われる。口縁

部に沿って沈線が引かれ、その下には2本の沈線

による長円あるいは菱形にちかい区画文があり、

沈線|川には竹管による円文が付されている。その

下にさらに数条の沈線が引かれ、凸となった部分

にはIn]隔をおいて半減竹管文が付されている。な

おIII"!部には木目状撚糸文が施されている。＜5．

2＞は胴部上半から口縁部にかけて外反する深鉢

形土器である。口唇の一部に厚みをもたせ刻みを

加えている。地文は縄文で、横位の鋸歯状の沈線

を引いている。＜5．3＞も口縁部破片であり、

丸みのある口唇から半円状の隆帯がさがり、口縁

に平行に引かれた2本の沈線の下には、隆帯を中

心として対称に縦位の沈線が付されている。胴部

は結び|｣縄文が施されている。＜5．4＞はIll")部

破片であり、円形の貼付文を基点として斜位に平

行沈線が引かれている。｜記の土器については、

文様榊成などの特徴からく5．1＞は大木3式に、

＜5．2＞は大木5式に、＜5．3＞とく5．4

＞は大水6式に比定される。

－ｲﾆi製品一石製品としてはく5．5～7＞とし

て¥x¥示した鰹節形石製品!)が3点と、＜5．8＞

とした楕円形を呈するものがある。

－fi器一石器は頁岩製の剥片石器である石雛・

石棺・イニi匙・石箆などがあり、採集された点数は

200点をこえている。ここでは器種別にその一部

を|ﾇI化し、図6に示した。

まとめ

｜菖柿遺跡は成瀬川中流域の北岸において最も広

い平坦面をもつ台地上に立地しており、te400m

にわたって遺物の散布が認められた。遺跡はそこ

で採集された土器および石製品と、石器の組成か



ら縄文時代前期後半に年代が推定される。石斧の

発見地点は遺跡の東側にあたり、南東に向かって

はしる谷が狭まり、急､な落ち込みとなる手前の緩

斜II'llにあたる。台地先端iの平坦Il'l]からは20m前後

離れた位置にあたり、比高差は2mfill後であった。

またIll下氏の緊急調査の記録と試棚li洲侭の結果

からみて、石器剥片の散布が見られるが、西側に

比べて遺物の散布が希薄な場所であることから、

黒褐色1-Jl-から4本の石斧が単独に川｜世したもの

と見られる。

発見状況の写真復元では、刃縁がﾒLい石斧を刃

縁がまっすぐな石斧がはさんでおかれ、刃先がい

ずれもそろって西を向いている状態であること、

また1点が欠損していたが、石斧m；の旧I隅もほ

ぼ等しくおかれている状況から黒褐色l-.'hに埋納

鋤されたものであることが検証された。
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関する情報の提供をいただきました鈴木俊男氏・

小林克氏・本田嘉之氏に、また作図のトレースに

協力いただきました高橋忠彦氏に末筆ながら感謝

tし上げます。

I)写真の存在については、当時秋田県埋蔵文化財セソ

ターに勤務していた小林克氏より知らされた。

2）現在山下氏の発掘調査に関連した写真・原柵につい

ては、羽後町の鈴木俊男氏が保管しており、厚意により

東成瀬村上柿遺跡における大型磨製石斧の発見状況

原稿のコピーを提供してもらった。

3）資料は佐々木松蔵氏が採集したもので、実測図作成

のため借川した。

4）鰹節形ｲ丁製品は、大型住居が環状にならんで検出さ

れた秋ill県協和町上ノ山11遺跡から、70点がIll土して

おり、その特異な形状から命名されたものである。遺跡

は細文時代前期後塁|とに年代が考えられている。

5）ここで埋納については「意識的に遺物を埋め納める、

その遺跡、遺物。墓へのHII葬は除く。」とした認識に基づ

いて使＃lした。大型石斧は集団の祭而Eに関連した遺物で

あるとみられるが、秋|_Ⅱ県内で特殊な遺物が埋納された

例として1987年に大館市上ノ山I遺跡で出土した鋒形石

器がある。台地の先端部で検出され、逓くの住居跡との

僕l連から純文IIキ代｢wの円筒下層a・b式のII寺期のもの

と考察されている。
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写真1大型磨製石斧発見状況の復元(1)
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写真2発見状況の復元(2)

図1側溝部分における土層

写真3緊急調査の様子

－奥の杉がまだ残っている－



東成瀬村上姉遺跡における大型磨製石斧の発見状況
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東成瀬村上姉遺跡における大型磨製石斧の発見状況
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